模擬事例検討会：現実のエピソード　（課題記載方法）
課題内容

	「顧客等とのコミュニケーションが難しかった事例や工夫」（調停と直接関係を持たない一般業務においてで結構です）の１例を、簡潔にお書きください。（記入例は、次ページを参照下さい）
提出いただいた課題は、事例一覧として配付します。また、講師・事務局で選定して、いくつかの事例を取りあげ、模擬事例検討会（その際には口頭での説明もお願いすることがあります）として議論をします。


注意事項： 

　個人情報への配慮をお願い致します。当事者のお名前は、A、Bのように記載し、生じた年月（日は必要に応じてお書きください）は書かず、関係者の個人情報にご配慮ください。
　検討会参加者全員、すべての事例の取扱いに、ご注意・ご配慮をお願い致します。
記載例

・記載例を例示します。なお、提出は１例で結構です

	（例１）　＜自治体の相談会＞
皆と考えたい問い（仮）：

子連れで法律相談に来られた方への対応のあり方

状況：
法律相談会が常設されていない地方の自治体が主催する法律相談会で、4歳の娘さんを連れてこられた30代の女性から離婚の相談を受けた。公民館の和室での相談会で、子どもさんが遊ぶ場所が他になかったので、子どもさんも連れて入ってもらった。15分くらい過ぎると、子どもさんが飽きはじめ、自分もその女性も集中できなくなって、「この辺で」ということになってしまった。

	（例２）　＜住宅リフォームに関する相談＞
皆と考えたい問い（仮）：

知識に自信がない分野の法律相談の受け方

状況：
住宅リフォームに関する苦情相談を受けた。悪質訪問販売によるリフォームではないということがわかったが、相談者の言い分がどのくらいもっともなのかがよくわからず、建築士等の知人も思い当たらなかったため、それ以上なにもできなかった。どうしても納得できないなら、弁護士に相談するようにと伝えたが、なんとなく後味が悪かった。
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